
再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

担 当 課 :道路第二課
担当課長名 :酒井 進一

事業名
一般県道鎖軍猟髪駅線 (黛摯ェ広) 長崎県

己終点
自 至:宴蒔県雲卓幣貿野請 0.5 0km

般県道諫早外環状線 (長野工区)は、長野ICと 国道57号を接続する道路であり、主要渋滞箇所である薦
点の混雑緩和、安全安心な生活道路の確保を目的としている。

H29年度用地着手 H30年度工事着手H29年 度事業化 都市計画決定 あり
全体事業費 20億円 事業進捗率 約 490ノ 6 用済延長 0, O kn

計画交通量 16, 500台 /日  (R12)
総便益  :(残子菜)/(子菜全体)
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令和元年度 第3回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業
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道路改築事業
道建-10 二般県道諫早外環状線

(長野工区)

事業主体  長崎県

再評価
の理由

再評価後変更 (事業費、工期)
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可田審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業買

(億円)
B/C 備考

着工 完了

当初

(H29新,栃惰平イ面)
H29 H30 9日 0 lH04

【工事概要】
延長0.5km
帽員6.5(8.0)m

第 1回審議
(H29寄琲霊)

社会情勢等の変化 H29 H32 13日 0 1.04 【変更概要】

土質の相違に伴う増

第 2回審議
(Rl年度)

再評価後変更 H29 R3 20B0 1日 06
【前回評価からの変更概要】
管渠工の追加に伴う増
地盤改良工の見直し
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2日 位置図
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2日 目的日事業概要日これまでの経緯

◆目的

一般県道諫早外環状線「長野工区」は

長野ICと国道57号を接続する道路であ
り、主要渋滞箇所である鷲崎町交差点
の混雑緩和、安全安心な生活道路の

確保を目的としている。

◆事業概要

計画延長等 L=0,5km

幅   員 W=6.5(8:0)m

計画交通量(R12) 16,500台,/日

◆これまでの経緯

平成29年度 事業化、用地買収着手

平成30年度 工事着手、用地買収完了

○標準断面図
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事業進捗率約49%(事業費ペース)
用地進捗率 100%(面積ベース)

4

デネ

互4国開通

T

L=OL=2.7km



3日 事業の効果日必要性 (交通混雑の緩和 )

・主要渋滞箇所の緩和 (主要渋滞箇所である鷲崎町交差点の混雑緩和)

・諫早外環状線を整備することにより交通の分散を図りt交通混雑を解消・緩和し、安全か
つ円滑な交通の確保を図る(鷲崎町交差点を迂回する交通の転換 )
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3日 事業の効果・必要性 (広域ネットワークの形成・地域間交流の支援 )

・一般県道諫早外環状線「長野工区」は、地域高規格道路「島原道路」の長野ICへのアクセ
ス道路である。

・島原道路の整備により、南島原市深江町から諫早インターヘ所要時間が90分から40分ヘ
50分短縮され、島原半島地域と県央地域の地域交流を促進し、地域活性化が期待される心
・島原半島には3次救急医療施設がなく、大村市にある3次救急医療施設への重篤患者の
搬送時間の短縮により、安全で安心できる生活の実現が期待されると
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4日 事業の進捗状況 (事業費の見直し)

ロ【事業費増】 13億円 (前 )→ 20億円 (今
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事業費増の内容 増額 主な増額理由

①管渠工の追加に
伴う増

約4億円
・国道57号との交差点部において、橋梁拡幅に伴い、農業用水管
の付替えを追加

②地盤改良工の見
直し(固化材添加
量の増)に伴う増

約3億円
口地盤改良に先立ち室内配合試験を行つた結果に基づき、固化材

の添加量を変更

計 約7億円
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4H事業の進捗状況 (事業費の見直し1
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①管渠工の追加に伴う増

O国道57号との交差点部において、橋梁拡幅を行う箇所に埋設されている農業用水管につい
て、建設当時の図面により干渉しないと判断していたが、詳細な現地調査の結果、干渉する

ことが判明したため、用水管の付替えが必要となり、ォ管渠工を追加
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4B事業の進捗状況(事業費の見直し②)

②地盤改良工の見直し(回化材添加量の増)に伴う増

O地盤改良に先立ち室内配合試験を行つたところ、固化材の添加量が増加 したこと
による変更

0平面図 (地盤改良箇所) 0標準断面図
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4E事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【事業期間】 H32(前 回)→ R3(今 回)
日国道57号 との交差点部において、農業用水管 (埋設物)の付替えに時間を要するため、
事業期間を1年延伸

OT般県道諫早外環状線 (長野工区) 工事工程表

前

後

更

更

変

変|

工種

平成31年度 (令和元年度) 令和 2年度 令和 3年度

161715 10 11 12 2 3 415 6.718‐ 9 10 11 12 1 2 3 10 11 12 1 2 3

改良工

(舗装含む)

川床橋拡幅

管渠工
工法検討L管理者協議

地盤改良工
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5日 社会経済情勢等の変化

:「島原道路」の一部である吾妻愛野バイパス(L=1日 7k市 )、 諫早インタT工区のァ部区
間 (栗面IC～小船越ICttL=2日7km)が平成29年度に供用している。
・諫早インターエ区が令和2年 3月 に全線開通予定。
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5日 社会経済情勢等の変化

・島原半島は、「島原半島ジオパーク」に代表される豊かな自然を有しており、島原市・雲

仙市・南島原市を訪れる日帰り観光客は増加傾向である。
・平成30年 6月 には、「原城跡」が世界遺産に登録され、今後ますますの観光客の増加
が見込まれる。
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島原道路の供用延長

(資料 :長崎県観光統計)
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6日 事業の投資効果

項 目
前回評価

(平成29年度 )

今回評価

(令和元年度)

残事業 5.0=476億円/95億円 12.5=549億円/44億円

全事業 可.04=476億円/456億円 「 1.06=552億円/520億円

◆ 費用対効果(B/C)

[費れ ]                  
※諫早イ
ィタ
ーエ区、鷲崎～栗面工区、長野工区を一体として分析をおこなっている

田道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用        :          ,
[便益]
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少
[プラス要因]
・交通需要推計の更新 (最新データ:H30.2)

→当路線の計画交通量の増加 (17′ 700台/日→19,900台 /日 )
:費用便益分析マニュアルの改定 (プラス要因)

→貨物車原単位 (価格)の増加

[マイナス要因]
田事業費の増
・完成供用開始時期の遅延

[その他の要因]
・なし

◆ B/Cに含まれない効果
田医療施設までのアクセス改善(第3次救急医療施設への搬送支援、搬送時間短縮による救命率の向上)
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7E対応方針 (原案 )

◆ 島原道路の長野ICへのアクセス道路であり、島原半島地域と県央地域の交流を促
進し、地域産業の活性化や観光振興に寄与する事業である。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約49%[9.38億円/20億 ](平成30年度末)であり、用地
進捗率は面積ベエスで100%となつている。

◆「諫早市」、地元自治体で構成する「一般回道57号等県南地域幹線道路整備促進期
成会」等により、県央地域発展のため早期整備を要望されている。

◆ 工事費増及び期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

対応方針

(原案)
継続
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